
全東京写真連盟

撮影会写真コンクール

入賞作品集

審査対象 青海南ふ頭公園モデル撮影会

撮影日 2024年05月19日

審査日 2024年07月15日

審査員:HARUKI先生



　金賞
「スレンダー」
　小幡　大輔 様
　モデル　本多　瑠花

審査員:HARUKI先生 講評
露出、構図、プリントの仕上げの美しさ、すべてが整っています。そしてモデルさんの
両手の指先までのポーズとカメラを見据える瞬間がマッチした作品です。他の方たちの
このモデルさんの写真もいくつか拝見しましたが、実際にお会いしたことがないのです
がおそらく彼女の良い部分（表情やスタイル、ポーズといった）を凝縮したカタチで表
現されているかと思いました。惜しいのは右下のタイル張りの台座です。これさえ無け
れば浮遊感が出たのでしょうが、理想通りには行かないのも実際の現場での醍醐味とし
て楽しむべきですね（笑）



　銀賞
「制服」
　田沼　靖信 様
　モデル　中森　蓮

審査員:HARUKI先生 講評
カメラを見つめる表情にまるでホンモノのティーンズが時折見せるかのような不安げな
雰囲気が漂っているのはモデルさんのガンバリですね。瞳にキリッとフォーカスを合わ
せて上半身から越へと徐々にボケていくグラデーションが美しいですね。それだけにブ
ラウスの右腕のすき間から覗く黒いベルトが気になります。使用カメラは往年の名機
S5proとAF-Nikkor50mmF1.4。未だ未だ現役での素晴らしい画質と昨今のF1.2も素敵なの
ですがそれよりもF1.4を１段程度絞った自然な表現が嬉しい限りですね。



　銅賞
「walking in the park」
　星野　祐一 様
　モデル　根本　美里

審査員:HARUKI先生 講評
長年の応募作品を見ていますと座りポーズ以外の場面ではモデルの顔（表情）の比率が
薄くなるからか、モデルとの距離が遠くなるからなのかわかりませんが、ついつい足元
までの全身カットが少ないような気がします。皆さんの多くが突っ立った状態でのカメ
ラ目線で動きがない写真が多かった中、こちらは街中を闊歩するような本来のファッ
ションモデルのような動きが感じられるナチュラル表現を巧く捉えられています。



　入選
「たたずまい」
　石川　玲 様
　モデル　逢坂　美華

　入選
「静寂のひととき」
　荒井　秀雄 様
　モデル　逢坂　美華



　入選
「虹を越えて」
　河村　徳助 様
　モデル　本多　瑠花

　入選
「春緑の頃」
　滝本　憲一郎 様
　モデル　逢坂　美華



　入選
「くるくる」
　及川　昭夫 様
　モデル　アビラ　凜



　佳作
「ふとうの午後」
　湯原　章綱 様
　モデル　逢坂　美華

　佳作
「another sky」
　小倉　良二 様
　モデル　本多　瑠花



　佳作
「I feel you always」
　門間　正之 様
　モデル　ゆい

　佳作
「みつめる」
　寺島　弘行 様
　モデル　根本　美里



　佳作
「港の風」
　小野寺　基之 様
　モデル　中島　千智

　佳作
「真剣な眼差し」
　池田　道政 様
　モデル　ゆい



　佳作
「緑のカーテン」
　金澤　義夫 様
　モデル　根本　美里

　佳作
「見つめる」
　佐久間　裕史 様
　モデル　中森　蓮



　佳作
「若葉の季節」
　岸野　孝博 様
　モデル　アビラ　凜

　佳作
「新緑の頃」
　矢島　彰 様
　モデル　逢坂　美華



　佳作
「緑の中」
　谷川　朗 様
　モデル　根本　美里

　佳作
「虹の中に」
　米沢　健二 様
　モデル　中島　千智



　次点
「見つめる」
　山田　栄一 様
　モデル　中森　蓮

　次点
「美しい人」
　斎藤　貴生 様
　モデル　ゆい



　佳作
「新緑の頃」
　内藤　勝之 様
　モデル　華

　佳作
「微笑み」
　猿田　善和 様
　モデル　ゆい



　次点
「初夏のシンフォニー」
　佐藤　和明 様
　モデル　根本　美里

　次点
「今にも走り出す」
　高橋　伸幸 様
　モデル　本多　瑠花



　次点
「チューブ」
　五島　隆夫 様
　モデル　アビラ　凜

　次点
「髪を直す女性」
　三井　直人 様
　モデル　根本　美里



【  動きを意識してみる 】

同じ場所での撮影がどうしても多くなるのは致し方ない事です。ですがその中で
も壁により掛かったまま、２，３のポーズを変えながらジーッと突っ立ったまま、
というモデルさんがたまにいらっしゃいます。静かな写真もそれはそれで良いの
ですが「静」が目的ではなく、動けない、或いは動こうとしない、結果「動」
じゃないタダの無意味なポーズや覇気の無い表情となってしまうという場面が多
く見受けられます。
動きまわれば良いというものでもありませんが、モデルさんにもっと「動感表現」
が出来るようにカメラマン側から指示する、或いはモデルさん自身がもっと今自
分が何をどう為すべきか？を意識して挑んで頂きたいと思います☆

HARUKI


